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【
解
説
】地
域
密
着
型
金
融

　

「
地
域
密
着
型
金
融
」
と
は
、

「
金
融
機
関
が
顧
客
と
の
間
で

親
密
な
関
係
を
長
く
維
持
す

る
こ
と
に
よ
り
、
顧
客
に
関
す

る
情
報
を
蓄
積
し
、
こ
の
情
報

を

も

と

に

貸

出

等

の

金

融

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
こ

と
で
展
開
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
」
と
定
義
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
本
質
は
、
金
融
機
関

が
、
長
期
的
な
取
引
関
係
に
基

づ
く
質
の
高
い
対
面
交
渉
な

ど
を
通
じ
て
、
早
い
時
点
で
取

引
先
の
経
営
改
善
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
中
小
企
業
金
融

に
お
け
る
貸
出
機
能
の
強
化

に
よ
り
、
自
身
の
収
益
向
上
を

図
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
と
中
小
企

業
の
リ
ス
ク
の
共
同
管
理
や

コ
ス
ト
の
共
同
負
担
と
い
う

基
本
的
方
向
性
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
相
互
の
信
頼
関
係
の
も

と
、
情
報
開
示
を
一
層
推
進

し
、
借
り
手
と
貸
し
手
の
双
方

の
健
全
性
の
確
保
を
目
指
す

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
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琉
球
銀
行
は
、
こ
れ
ま
で
の

来
店
誘
致
型
の
住
宅
ロ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
や
店
舗
に
加
え
て
、
お

客
さ
ま
の
と
こ
ろ
へ
出
向
き
、

住
宅
ロ
ー
ン
や
教
育
ロ
ー
ン
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
ロ
ー
ン
の
ご
相

談
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る

住

宅

ロ
ー

ン

相
談
カ
ー
「
ハ

ロ
ー
バ
ン
ク
１
号
」
を
導
入
し

ま
し
た
。

　

住
宅
ロ
ー
ン
相
談
カ
ー
「
ハ

ロ
ー
バ
ン
ク
１
号
」
は
、
車
両

内
に
相
談
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
置

し
て
ゆ
っ
く
り
ご
相
談
い
た
だ

け
る
仕
様
と
な
っ
て
お
り
、

ロ
ー
ン
返
済
額
等
に
つ
い
て
も

搭
載
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
に
よ

琉
球
銀
行
は
、二
〇
〇
八
年
七
月
、

九
州
地
銀
で
初
め
て
住
宅
ロ
ー
ン
相
談
カ
ー

「
ハ
ロ
ー
バ
ン
ク
１
号
」を
導
入
し
ま
し
た
。

　

琉
球
銀
行
は
、
地
方
銀
行
の
基
本

的
な
使
命
は

「
地
域
の
金
融
イ
ン
フ

ラ
を
支
え
る
存
在
と
し
て
、
円
滑
な

資
金
供
給
と
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
認
識
し
、

本
業
で
あ
る
銀
行
業
務
を
通
じ
た

地
域
貢
献
こ
そ
が
、
地
方
銀
行
本

来
の
あ
り
方
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
琉
球

銀
行
は
県
民
か
ら
お
預
か
り
し
た

預
金
の
大
部
分
を
県
内
の
中
小
企

業

・
個
人
の
皆
さ
ま
に
供
給
し
、

県
経
済

・
社
会
の
発
展
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
地
方
銀
行
に
は
、
地
域

社
会
に
根
ざ
し
た
良
き
企
業
市
民

と
し
て
社
会
的
責
任
を
果
た
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
琉
球
銀
行

は
教
育

・
芸
術

・
文
化

・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
支
援
や
福
祉

・
環
境
保
護

活
動
な
ど
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

琉
球
銀
行
は
、
こ
う
し
た
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
地
域
貢
献
活
動
に
よ
り
、

地
域
と
と
も
に
持
続
的
な
発
展
を

目
指
し
ま
す
。

第
十
一
号
（
二
〇
〇
八
年
十
二
月
号
）
発
行

り
ゅ
う
ぎ
ん
ま
か
せ
て
新
聞

第
十
一
号
（
二
〇
〇
八
年
十
二
月
号
）
発
行

り
ゅ
う
ぎ
ん
ま
か
せ
て
新
聞

琉球銀行の地域貢献について

の考え方（基本スタンス）

　

二
〇
〇
五
年
三
月
、
金
融

庁
は
「
地
域
密
着
型
金
融
の

機
能
強
化
の
推
進
に
関
す
る

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
公
表
し
、
全
国
の
地
域
金

融
機
関
は
、
二
〇
〇
五
、
六
年

度
の
二
年
間
に
、
地
域
密
着

型
金
融
の
一
層
の
推
進
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
〇
七
年
か

ら
は
、
「
地
域
密
着
型
金
融
」

が
恒
久
的
な
取
り
組
み
に
な

り
、
各
金
融
機
関
が
独
自
性

を
出
し
た
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
地
域
金
融
機
関

に
は
、
中
小
企
業
再
生
等
に

向
け
て
の
取
り
組
み
、
地
域

経
済
に
お
け
る
経
済
的
役
割

や
存
在
意
義
、
企
業
市
民
と

し
て
の
活
動
な
ど
を
分
か
り

や
す
い
形
で
、
地
域
の
お
客
さ

ま
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

琉
球
銀
行
で
は
、
こ
う
し
た

情
報
を
提
供
す
る
新
し
い
情
報

開
示
手
段
と
し
て
「
り
ゅ
う
ぎ

ん　

ま
か
せ
て
新
聞
」
を
二
〇

〇
三
年
十
二
月
よ
り
発
行
し
て

お
り
、
今
回
の
発
行
で
十
一
回

目
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
八
年
十
二
月
号
も
、

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
増
や
し
、

分
か
り
や
す
い
紙
面
構
成
を
心

が
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
お
客
さ

ま
に
役
立
つ
情
報
を
中
心
に
、

琉
球
銀
行
の
活
動
を
い
ろ
い
ろ

な
角
度
か
ら
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　

引
き
続
き
、
本
紙
を
年
二
回

の
頻
度
で
発
行
し
ま
す
の
で
、

ご
愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

「問題解決型銀行」とは、文字通り地域、企

業、個人のお客さまの問題や課題を発見し、解

決していく、りゅうぎんの銀行像です。りゅう

ぎんは、問題解決型金融機能の強化を図り、多

様なサ－ビスを提供することにより地域、企

業、お客さまとともに、持続的な成長を図るこ

とを目指しております。

「問題解決型銀行」「問題解決型銀行」「問題解決型銀行」

出発式の大城頭取(右)と林ダイレクト営業部長出発式の大城頭取(右)と林ダイレクト営業部長出発式の大城頭取(右)と林ダイレクト営業部長

いろいろな場所で
ご相談を

受け付けています

ハローバンク1号内
での相談の様子

り
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能

で
す
。
「
ハ
ロ
ー
バ
ン
ク
１
号
」

は
、
店
舗
同
様
の
相
談
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
、
週
末
の
土
曜

日
、
日
曜
日
を
中
心
に
県
内
各

地
の
住
宅
展
示
場
、
マ
ン
シ
ョ

ン
モ
デ
ル
ル
ー
ム
、
完
成
住
宅

見
学
会
、
そ
の
他
住
宅
関
連
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
出
張
し
て
い
ま

す
。
そ
の
利
便
性
か
ら
お
客
さ

ま
の
反
応
も
上
々
で
、
す
で
に

多
く
の
相
談
実
績
が
あ
が
っ
て

い
ま
す
。

　

琉
球
銀
行
は
、
住
宅
を
取
得

す
る
皆
さ
ま
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

利
便
性
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

琉球銀行ダイレクト営業部
那覇住宅ローンセンター
フリーコール 0120-41-1924

「住宅ローン相談カーの問い

　合わせや出張申し込み」は

　こちらまで !


